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災
害
時
に
は
、
消
防
を
は
じ
め
と
す
る

行
政
機
関
が
さ
ま
ざ
ま
な
公
的
支
援
を
行

い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。

　

町
で
は
、
災
害
時
に
家
族
な
ど
か
ら
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
、
何
ら
か

の
支
援
を
要
す
る
「
災
害
時
要
援
護
者
」

に
対
す
る
避
難
支
援
の
方
法
な
ど
を
定
め

た
「
避
難
支
援
プ
ラ
ン（
個
別
計
画
）」
を

平
常
時
に
作
成
し
て
お
き
、
町
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
支
援

す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
災
害
時
要
援
護
者
と
は

　

災
害
時
に
、
自
ら
を
守
る
た
め
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
の
に
支
援
を
要
す
る
人

で
す
。
具
体
的
に
は
、
次
に
掲
げ
る
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

❶
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

❷
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
の
人

❸
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
「
要
介
護
３

以
上
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

❹
認
知
症
高
齢
者

❺
身
体
障
が
い
者

　
（
肢
体
不
自
由
・
視
覚
・
聴
覚
１
〜
２
級
）

❻
知
的
障
が
い
者（
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
）

❼
精
神
障
が
い
者（
１
〜
２
級
）

❽
内
部
障
が
い
者

　
（
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害
）

❾
難
病
患
者
な
ど

10
そ
の
他
本
人
が
希
望
し
、
町
が
要
援
護

者
と
認
め
る
人

※

❶
❷
の
高
齢
者
宅
に
は
、
９
月
か
ら
民

生
児
童
委
員
が
訪
問
さ
れ
ま
す
。

「
災
害
時
要
援
護
者
」
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン（
個
別
計
画
）

突
然
や
っ
て
く
る
災
害
に
備
え
作
成
し
ま
す

問 

福
祉
課　

福
祉
係　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

問 

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
係　

☎（
２
３
２
）２
３
６
６

支援

支援を希望し、住所・氏名な
どの個人情報を町、社会福祉
協議会、民生児童委員へ提供
する人

避難支援プラン（個別計画）作成
までの流れ

災害時要援護者のうち在宅の人

避難行動要支援者（自力避難
不可で、家族などの支援が得
られない）に該当する人

避難支援に関する個人情報を
町、社会福祉協議会、民生児
童委員、区、自主防災組織へ
提供する人

要援護者リストへ登録

個別計画の作成

※避難支援者の選定が必要となります。

　

菊
池
地
域
の
合
志
市
、
大
津
町
、
菊
陽

町
と
阿
蘇
地
域
の
阿
蘇
市
、
高
森
町
、
小

国
町
、
南
小
国
町
、
西
原
村
、
南
阿
蘇
村
、

産
山
村
の
２
市
５
町
３
村
は
８
月
４
日
、

阿
蘇
市
役
所
で
九
州
地
方
整
備
局
と
そ
れ

ぞ
れ
「
大
規
模
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
の
応

援
に
関
す
る
内
容
な
ど
を
定
め
、
被
害
の

拡
大
や
二
次
災
害
の
防
止
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
応
援
の
内
容
、

被
災
状
況
の
連
絡
お
よ
び
現
地
情
報
連
絡

員
の
派
遣
、
応
援
の
実
施
、
平
常
時
の
連

絡
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
の
支
援
を
整
備

局
へ
要
請
す
る
場
合
の
相
手
先
や
、
様
式
、

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
も
明
文
化
さ
れ

る
た
め
、
迅
速
な
応
援
要
請
や
緊
急
時
の

対
応
が
可
能
に
な
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
支
援
の
主
旨
、
方
法
や
役
割
分

担
な
ど
に
つ
い
て
、
平
常
時
か
ら
共
通
認

識
を
持
つ
こ
と
で
、
相
互
の
連
携
・
支
援

が
よ
り
円
滑
に
進
む
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

九
州
地
方
整
備
局
と
「
大
規
模
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
、

万
が
一
の
大
規
模
災
害
に
備
え
ま
す
。

九
州
地
方
整
備
局
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

災
害
に
備
え
る
た
め

問 

総
務
課　

交
通
防
災
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

応援
協定

　

８
月
９
日
に
菊
陽
町
議
会
議
場
で
、
菊

陽
中
学
校
、
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
か
ら
選
出

さ
れ
た
生
徒
13
人
が
議
員
と
な
り
、
子
ど

も
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
の
目
的
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
菊
陽
町
の
将
来
の
こ
と
や
疑
問

に
思
う
こ
と
な
ど
を
、
実
際
に
議
会
議
場

で
町
長
な
ど
に
質
問
し
た
り
、
提
案
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
町
政
や
議
会
の
仕
組
み

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
主
体
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る
契
機

と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
議

会
と
同
様
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

議
長
に
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
生
徒
会
長
の
亀

川
達
哉
さ
ん
を
選
出
し
、
そ
し
て
、
両
中

学
校
の
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま

と
め
た
生
徒
た
ち
か
ら
の
疑
問
や
提
案
に

つ
い
て
、
代
表
と
な
っ
た
生
徒（
議
員
）が

一
般
質
問
を
行
い
、
そ
の
質
問
に
対
し
て

町
長
、
教
育
長
な
ど
が
答
弁
を
行
い
ま
し

た
。

　

詳
細
は
、
来
月
の
広
報
き
く
よ
う
に
掲

載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
１
回
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
・
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

菊
陽
町
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
23
年
度
第
１
回

子ども
議会

▲協定締結後に握手を交わす中富副町長と熊本国道河川事務所長

問 

学
務
課　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
８

問 

議
会
事
務
局　

☎（
２
３
２
）４
９
１
９

 

相
談
事
例　

　

携
帯
電
話
の
無
料
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
で
メ

ル
友
を
募
集
し
、
何
人
か
と
メ
ー
ル
を
し

て
い
た
。
あ
る
日
、芸
能
事
務
所
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
名
乗
る
人
か
ら
「
あ
る
男
性
タ

レ
ン
ト
の
悩
み
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
出

会
い
系
サ
イ
ト
へ
導
く
メ
ー
ル
が
来
た
。

そ
の
出
会
い
系
サ
イ
ト
は
一
定
期
間
無
料

で
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
で
き
る
た
め
、
無

料
期
間
分
だ
け
利
用
し
よ
う
と
思
い
メ
ー

ル
を
始
め
た
。

　

無
料
期
間
終
了
前
に
そ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
か
ら
「
有
料
分
の
利
用
料
金
は
負

担
す
る
の
で
メ
ー
ル
を
続
け
て
ほ
し
い
。

後
日
会
っ
た
と
き
に
返
金
す
る
」
と
メ
ー

ル
が
来
た
た
め
、
そ
の
言
葉
を
信
じ
、
利

用
料
金
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
い

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
続
け
た
。

　

数
カ
月
間
に
わ
た
り
、
約
２
０
０
万
円

を
支
払
っ
た
が
、
メ
ー
ル
相
手
と
全
く
会

え
な
い
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
、
同

様
の
手
口
で
だ
ま
さ
れ
た
被
害
者
が
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
慌
て
て
サ
イ
ト
の
利
用

を
止
め
た
。
今
ま
で
に
支
払
っ
た
代
金
を

取
り
戻
し
た
い
。

 

ア
ド
バ
イ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

サ
イ
ト
運
営
業
者
は
「
メ
ー
ル
の
内
容

に
責
任
は
負
わ
な
い
」
な
ど
、
免
責
条
項

を
利
用
規
約
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
や
り
取
り
し
た
相
手
が
い
わ
ゆ
る

「
サ
ク
ラ
」
だ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
立
証

は
難
し
く
、
支
払
っ
た
代
金
の
取
り
戻
し

や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
代
行
決
済
業
者
と
の
交

渉
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

被
害
に
気
づ
い
た
ら
、
や
り
取
り
し
た

メ
ー
ル
、
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
た
と
き

の
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
は
保
管
し
て
証
拠

を
残
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
❶
有

料
サ
イ
ト
の
契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
な
い
の
で
利
用
規
約
を
確
認
す
る
❷

無
料
と
書
い
て
あ
っ
て
も
、
登
録
料
や
情

報
料
が
別
途
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

よ
く
確
認
す
る
❸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
匿

名
性
が
高
く
、
誰
で
も
芸
能
人
に
な
り
す

ま
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
注
意
す
る
❹
見

ず
知
ら
ず
の
他
人
が
利
用
料
金
を
立
て
替

え
た
り
、
大
金
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
芸
能
人
や
大
金
を
く
れ
る
と
い
う
人
と
メ
ー
ル
の

や
り
と
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

「
サ
ク
ラ
」と
共
謀
し
た
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
だ
ま
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

出
会
い
系
メ
ー
ル
に
ご
注
意
を

カ
シ
コ
イ
消
費
者
を
目
指
そ
う

消費
生活

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

問 

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎（
３
８
３
）０
９
９
９

▲質問や提案をする子ども議員

一般質問
質問者

田川　拓実さん
岸間　紅樹さん
酒井　友裕さん
小竹　裕文さん
只隈　鈴乃さん
松木　賢斗さん
荒木　紗依さん
若杉早哉佳さん

教育について
産業について
エネルギー問題について
医療・福祉について
交通について
危機管理について
市町村合併について
公共施設について

質問事項

菊
陽
中
学
校

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校


